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※若干グロいです。狂気気味な綾時×自己犠牲な主人公（名前：相馬　唯）
　薄暗い部屋の中で、カーテンの間から漏れた光が頬をくすぐる。
　窓越しのベッドの中で蠢く少年の影。頬に当たる光を振り払おうと、幾度となく寝返りを打つ。
　やがて少年はシーツを掻き集め、胸元を隠しながら状態を起こす。目を瞑ったまま…否、開けないまま、手を伸ばし、不安げな声色で彼の名を呼んだ。
「綾時…どこ…？」
　それはまるで迷子になった子供が母を求めるように。
　その宙に伸ばされた小さな手を優しく握る、白い手。震える小さな手は求めていたものを見つけたように、少年は、その白い手をぎゅっと握った。
「此処だよ…、唯君」
＜Distortion＞
　いつもと変わらない日常。
　秋風はやわらかな頬を掠り、ただ冷たい感触を残すだけ。雲は風に流され、空は文句なしに晴れ渡っている。
　唯は綾時に手を引かれながら、空をふと見上げた。――光を得る事のないその瞳で。
「今日は空気が凄く軽いな…晴れてる？」
「うん。秋晴れってやつかな。太陽も近く感じるよ」
　何気ない会話。嬉しそうに顔を綻ばせる唯。それに返すようにやんわりと笑みを浮かべる綾時。
　普通、こんな事など話さないだろう。
　けれども、こんな普通な事でさえもう彼には赦されないのだ。
「早くしないとＨＲ始まっちゃうね」
　覚束ない足取りの唯の手を取りながら教室へと向かう。時折前につんのめりそうになり小さな悲鳴を上げる唯。そんな彼を見て綾時は苦笑を浮かべ、手をより強く握る。
「あ、おっはよー」
　教室の自席につくと、斜め前の席に座っていたゆかりが唯の方に身体を向け、明るい声で話しかけてきた。
「おはよう」
　口元を幾分か緩めて、唯は笑う。
「昨日上げたＣＤ、聴いてもらえたかな？」
「うん。岳羽がああいうの聴くの少し意外だったけど、良い曲だった」
「そっか。また良いの見つけたらあげるね」
　少し照れた顔でゆかりは彼の顔を見た。
　もう開くことのない瞳。冬空のように透き通った色。彼にはもう彼女の愛らしい顔を捉えることはないだろう。今彼が外界を知る術は、耳から入る音と四肢から伝わる感覚だけ。
　――何故なら……

　綾時は自席からそんな二人のやり取りを、快くない面持ちで眺めていた。
　何故なら、彼の視界を奪ったのは他ならない、この僕なのだから。
　　　*　*　*

　そう遠くはない、過去の話。
　その日は丁度、雨が鬱陶しい日だった。
　天気予報に見事裏切られ予備の傘を持たなかった僕は、唯君の傘に入れてもらうよう頼んだ。唯君は気前良く、優先的に僕を傘に入れてくれた。傘からはみ出た君の肩は雨水で濡れ、前髪からは雫が垂れる程の被害を変わりに被ってしまった。
　僕は君の小さな肩を抱いて、自分の方へ引き寄せる。確かに華奢な肩だったけど、思ってたより広かった。そんな発見をしながら喜びに浸る僕に「この手、離せよ」とでも言うように見上げてくる君。まさか言われたくらいじゃ僕が離さない事、知らないわけじゃないよね？と思いながら、より肩を強く抱く。君はついに「嫌だ」って言ったけど、ソレが本意で無いことは僕が一番分かっているつもりだ。ただ恥ずかしがり屋なだけで、二人の時はこんな風に言わないのだから。
　お互い濡れた身体をお湯に浸かって温めるわけでもなく、冷えて青ざめた肌を重ね合わせていた。雨で濡れた分、唯君の身体は僕以上に冷たくて、湿っていた。そんな自分の身体を暖めるように、君から僕に寄り添ってくる。上目遣いの君の色の悪くなった唇を見た途端、僕は唇を塞いでいた。見た目通りひんやりとした感触が無性に可哀想に思えて、いたたまれなかった。
「寒い？」
「ん…今は暖かいから」
　猫なで声を上げて僕の懐へ顔を埋める仕草が愛らしかった。
　回されたか細い腕は僕を放すまいと力が篭っている。
　大丈夫。僕は何処にも行ったりしないのに。…なんて言ってあげたいんだけど、聞く耳はもってくれなそうだな。この調子だと。
　それより君の方が心配なのにな。
　最近君の周りはやけに賑やかでそれ自体は問題ないんだけど、…否、問題なかったはずなんだけど。少し離れたところから見てると、ここのところ、「嗚呼、またあんなに人に囲まれて」って少し嫉妬してる僕がいる。勿論君がどれほど僕を慕ってくれてるかも知ってるし、僕が声をかけると、周りの人との会話を打ち切ってでもこっちに来てくれた。
　なのに、今は唯君の周りに誰か居る事自体、面白くない。
「…なぁに…？」
「へっ……何って」
「なんかちょっと痛かったから…手…」
　僕は無意識のうちに君を抱く手に異様な力が篭っていたことに気付かされる。慌てて手を離すと掴んでいたところに赤い手の痕がはっきりと残っていた。そんなに強かったのか、と僕は頭(こうべ)を垂れた。
「気にすんな…ちょっとだけだったし、痛かったの」
　アーモンド型の大きくて形の良い瞳が僕を捉え、朗らかな笑みを湛える。混じり気のないその笑みは、純粋に誰にでも等しく向けられている笑みそのもの。
　嗚呼…そんな風に見られたら誰だって君に惹かれるのは当然か、と納得する。
　それが唯君を好きになった最初のきっかけなんだけど、別にその笑みに特別な意味は無く、恐らく僕以外の人にも同じように好意を抱かせるきっかけになったのかも知れない。
　そう思うと少し気が滅入る。君の魅力は誰にでも振りまかれてるものなんだって。
　そしたら段々悔しくもなってきた。
　どうして僕だけにその笑みが向けられないのかと。
　君の笑顔を独り占めしたい気持ちは間違っているだろうか。勿論君がこうやって誰かと居る限り、ソレは無理な話だ。でもそれでも耐えられなかった。君の瞳に僕以外の人間を映す事自体が。
「ね、唯君。こっち向いて」
　僕の懐に顔を押し付けていた君の頬を両手で包み、こちらに向かせる。
「僕のお願い、聞いてくれる…？」
「なんだよ、改まって…」
　君は頬に添えられた手を握り返して、可笑しげに笑う。
「嫌なら嫌って言ってくれていいから」
　真剣な表情の僕に、きっと君は少し驚いただろう。それにこれから言うことにも。
　君はきっと嫌がるだろう。そんな事百も承知してる。でも言わずにはいられなかった。 

「唯君が好きで好きで愛しくて堪らなくて、僕だけをずっと見て欲しいんだ…」
「ちょっ…」
　何を言い出すかと思えば、という顔をするね。当たり前か。
「見て欲しいのに、君や僕の周りにはそれを邪魔する輩が沢山居て、僕一人だけは見てくれない…。周りは君を誑かすものばかりでそんなもの見たら君の綺麗な瞳も君も汚れてしまう……だから……」
　勢い良く叩き落してくれればそれでいい。
　僕のこの歪（ひず）んだ想いなんて。
「――その目、僕に頂戴？」
　親指で目じりをなぞると、当たり前だけど、君はものすごく怯えた反応をする。
　でも直ぐにやんわりとした、僕や皆が大好きなその笑みを浮かべて、
「いいよ。綾時の好きなようにして」
　と何の躊躇いも無く返してきた。
　僕は流石に驚いたけど、同時に凄く嬉しかった。
　なんて君はここまで僕の我が儘に付き合ってくれるんだろう。きっとそれは僕を誰よりも想っていてくれるからなのだと痛感するけど、でも、僕はそれでも君の目が欲しい。
「有り難う」
　そしてその後、もう今後見ることは無いだろう君の透き通った灰色の瞳をしっかりと見つめ、又、君の瞳の最期に僕の顔を焼き付けて、僕は君の両目に親指を添える。
　
　何の前触れもなく勢い良く潰した。
　素手で潰したのは、僕のこの手で奪ったという満足感が欲しかったから。
　指に残る目の感触。
　痛みに声を上げる君。
　痛みで開けない瞼の合間から、血の混じった涙と体液が零れ落ちる。
　ようやく微かに開かれた瞳は真っ赤に染まってて、眼球と白目との差が全く分からなかった。
　見ていて凄くグロい筈なのに、僕にはその様が美しく見えて仕方なかった。
　君は両目を覆い隠しながら声を押し殺して泣いている。
　悪いとは思わない。
　嗚呼、これで君の目は僕のものだ。
「愛してるよ…」
　身を縮めて泣く唯君を僕は抱き締める。
　君の手の隙間からとめどなく溢れる涙。それに混じった血。
　君は目を隠したままだったけど、合間から見えた唇は、幸福に満たされたように微笑んでいた。
　僕の歪な恋心のせいで、君は世界を失った。
　　　*　*　*

　唯の目は事故で運悪く潰れた事にした。
　最もあの後医者に行った時、意図的に目を潰したことは直ぐにバレたが。
　幸い運がいいのか悪いのか、失明したものの外傷は少なく、目さえ瞑っていれば見てくれはなんら普通の人と変わらなかった。
　普段、右目は元から前髪で隠れて、左目は眼帯で覆われている。
　あの日以来、唯は外の景色を見ることは無くなった。
　唯は何も言わなかった。怒ってもいなかったし、綾時を責めることもしなかった。
　もう一生あの瞳を見ることもなく、自身を映す事も出来ないかと思うと綾時は哀しくなったが、彼の大事なものを奪った優越感にも浸れた。
「そろそろ帰ろうか」
　僕は彼の手を取りながら校門へと歩き出す。
　でもこれで大丈夫。
　君の視界になってずっと傍にいれる。 

